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障害者の自立を目指した造形美術活動支援

上田 久利 (岡山大学教育学部)

本研究は,障害ある人の造形美術活動支援を通して,障害者が生きがいを持ち,自立できることを目指している｡

その手段として,各種ワークショップを開催するために,絵画,彫刻,書道など多様な分野の人材を結集し,ふん

だんな材料を提供し,ワークショップを行う｡障害がある,なしにかかわらず,参加できる新しい障害者芸術の展

開を図る｡障害者の造形美術活動を推し進めるためにボランティア組織を確立し,造形美術活動を通して,ノーマ

ライゼーションを推進する｡
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I.はじめに

今,日本は福祉社会として大きく変わろうとして

いる｡福祉施設も各地にでき,障害者のおかれた環

境は充実しつつあるように見える｡しかし,障害者

が社会において置かれた状況は非常に厳しい｡施設

がいくらできたとしても障害者が置かれた環境が充

実しなければ,没個性的,管理的入れ物でしかない｡

障害者が生き生きと ｢生きがい｣をもち,障害のあ

る, ｢そのまま｣で, ｢ありのまま｣ , ｢存在その

もの｣を認められる成熟した社会が待たれる｡

障事がネガティブなものでなく,個性としてとら

えられること,また,造形美術活動支援を通して,

ノーマライゼーションの考え方 (1)を進めたいと研

究を始めた｡医療や福祉の観点でなく,表現活動を

通して捉えることによって ｢陣容｣が個性として捉

えられる｡｢陣容｣は障害者にあるのでなく,偏見が

人と人のつながりを阻害する｡

障害者と社会を繋ぐ造形活動はクリエイティブな

社会を作る｡障害のある人たちの社会的イメージが

高められ,障害のある人たちが,人としての誇りを

持ち,彼ら自身の力で生活できること.造形作品の

制作を通し自己実現できることが望まれる｡またそ

こに関わるボランティアも障害者と寄り添うこと

で,共に成長することがこの研究の目的である｡

社会には,物が満ち溢れ,豊かさを盲匝歌している｡

しかし,物質的な豊かさに反して人々は孤独となり,

不登校,閉じこもりなどの状態の人,また精神を病

む人もかつてないほどに増加している｡社会全体が

閉塞感で一杯になっている中で,障害者の創り出す

てらいのない, ｢命の輝き｣を持った作品に出会う

とき,陣容者の個性や,作品の持つエネルギーに気

付く｡障害者たちの作品制作の場を作ることにより,

そうな笑顔や,生き生きと飛び跳ね体で表す姿はサポ

ーターにとっても ｢喜び｣となる｡

｢障害者の造形美術活動支援｣を教員養成の場で展開

するための研究である｡

障害者の造形活動を研究する事は,健常者の造形

活動も深められ,一人一人を大切にする教育を進め

る事に繋がる｡視点を障害者に置く事により,すべ

ての人に極めて細やかな配慮が出来るものである｡

美術の教科専門研究と教育指導法の研究が教育実践

を通し,総合的な教育研究となる｡ワークショップ

で積み重ねられた,実践事例は困難な教育現場にお

いても役立つ｡また組織を運営したり,ボランティ

ア組織をまとめたりする能力は,教育の場のみなら

ずすべての領域に通じ,必要なことである｡

筆者が関わりを持った20̀01年度から2年度の

活動を通し,障害者の造形美術活動支援の進め方,

あり方,意義について述べる｡

1.研究の進め方

障害のある人達の作品は健常者と常に比較され,

多くの場合,上手いか,下手か,技術が問題視され

る｡作品において技術は確かに大きな要素ではある

が,作品を成り立たせる絶対条件ではない｡技術で

はないとするならば何か,多くの人たちは,その事

はよくよく理解しているし,一番作品を成立させる

大切な事と考えている｡いみじくも,2001年度行っ

た障害者支援活動異の展覧会の評価として,山陽新

聞1面コラムに ｢伝統工芸の技術と,障害者たちの

制作した作品の情熱が現代の閉塞感を打ち破る｡｣

(2)と記載された｡この事により,障害者支援活動

に携わる人はもちろん,作品を制作した障害者が自

信と誇りを持ち, ｢生きる力｣を得た｡またこのよ

うな活動に携わり,陣容者がだんだん変化しだす状

況に出会うとサポーターも力が湧く｡障害者の楽し

｢生きる力｣や ｢喜び｣を求めて,障害者の制作の

場を設け,どのような題材を設定するかを研究する｡
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障害者の制作の場はワークショップとし,ワークショ

ップ研究をする｡筆者は彫刻制作が専門なので,彫刻,

特に粘土を扱うワークショップを研究し,題材設定,

指導者養成について研究する｡美術の教員を養成して

いるが,美術の専門性を生かし,視点を障害者に置く

事で,いろいろな配慮の出来る教員養成に繋ぐことが

できる｡

このようなワークショップ研究や,ワークショップ

の指導者養成だけでなく,ワークショップを支えるボ

ランティアもこのような活動では重要な要素であり,

欠かせない｡活動を支えるボランティアの養成は教員

養成の場では必要不可欠であり,ボランティアについ

ての啓蒙の場を設けることは必須である｡そして専門

性を生かしたワークショップ研究,ワークショップの

指導者養成,障害者支援を支えるボランティア養成,

この3点を進めていくため,筆者が関わるボランティ

ア組織,ハート･アート･岡山 (旧エイブルアート･

フォーラム岡山実行委員会) (3)の実践活動と平行し

て研究するQ

2.障害者の造形活動の定義

障害者の美術活動は｢アウトサイダー･アート｣｢アー
ル･ブリュット｣という言葉で諸外国では言われること

が多い｡1993年ロサンゼルス･カウンティー ･ミュー

ジアムから東京世田谷美術館に巡回した障害者の美術

展,｢パラレル ･ビジョン,20世紀美術とアウトサイ
ダー ･アート｣は,新鮮な感動を与え,｢アウトサイダ
ー ･アート｣が知られるようになった｡

また画家のジャン･デュビュッフェが名づけた｢アー

ル･プリュット｣が知られているが,障害者の美術はあ

まりにも｢アウトサイダー｣でしかない｡ジャン･デュ

ビュッフェが名づけた｢生(なま)の芸術｣が,いかにも

障害者の純粋な表現を表している｡日本においては｢エ

イブル ･アート｣が1995年に生まれた｡障害を持つ人

の可能性を見つけ,広げるために展覧会が開かれた｡

引き続き1996年,大阪で開かれ,1997年東京では｢魂

の対話～エイブル･アート 9̀7･東京展｣が開催され反

響を呼んだ｡1999年にも｢この元気になる～エイブ

ル･アート 9̀9｣が開催され ｢エイブル･アート｣が市

民権を得つつある｡

この｢エイブル ･アート｣は播磨靖夫氏が作った造語

で,障害者の美術といった概念にとどまらず,｢人間が
人間らしく,障害者がありのままで認められ｣成長する

可能性の芸術と捉える｡この理念は筆者が障害者に対

しての造形活動支援とも合致し,大いに学び,取り入

れるべきものである｡造形活動支援のあり方として以

下のように考える｡

3.研究の目的

1) 障害者の ｢ありのまま｣,｢存在そのもの｣,
を認め,受容する｡

個人と個人の関係を大切にし,多様な価値を認める｡

障害者,介助が必要な人達の自己決定を大切にし,｢表
現｣と向き合い,作品制作の手助けをする｡作品制作

から自信や誇りを取り戻し,障害者自身が自分の価値

を見出す｡

2) 障害者と社会の垣根を取り除く

障害者自身や,彼らの作品をとおし人間と人間,人

間と社会のかかわりから,質的な変化,互いの個性を

認め合う豊かな関係を作る｡またその事を通して,社

会的な貢献ができる｡ 1

3) ･ワークショップの開催

ワークショップに対して少しずつ理解がなされてい

る｡体験学習としてのワークショップは活動経験のな

い,障害のある人もない人も,活動を通して世代や障

害も超え,色々な人と多様なコミュニケーションがで

きる｡このような,誰でも参加できるワークショップ

を開催する｡ワークショップでは造形美術活動を行い

作品制作し,作品制作により自信,生きがいを見出す｡

作品は芸術作品を目指し,ワークショップの質的向上

を目指す｡

4) ボランティアの組織化

色々なワークショップや展覧会;また実践活動を行

うためには多くのボランティアが必要となる｡目標を

達成するためにスタッフはもちろん,アートボランテ

ィアが重要である｡組織が機能的に活動するための組

織化を図る｡

5) 展覧会の開催

ワークショップで制作された作品や,障害者から募

集した作品の展覧会を行い,障害者の自立-の手助け

を行う｡また社会にたいして障害者の造形作品のもつ

エネルギーを伝える｡障害を福祉の面からとらえるに

とどまらず,芸術にまで高める｡

6) 障害者の作品の紹介

展覧会で作品を発表するだけでなく,作品集や絵葉

書など製作し障害者支援の啓蒙活動を行うdそして障

害者の制作した作品の持つエネルギーを伝える｡作品

を通して地域社会と繋げる｡作品を通し,障害者の自

立に繋げる｡

7) 障春着支援を支える人材育成

ボランティアに参加し,障害者支援の活動に積極的

にかかわり,ワークショップの企画,実践ができる人

材育成をする｡指導者養成の研究を行う｡
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3.ワークショップⅢ ｢絵画｣

9月29臥 月末の土曜日,岡山養護学校のプレイル

ーム,美術教室にて ｢絵画｣のワークショップを谷本

雄太,倉岡信吾両氏のリードのもと,作品作りが行っ

た｡

天井から吊るした厚紙で作った幾何形体に着色する

作業と,3mX4mの大きなキャンバスに天井から吊

図3 2001年度エイブルアート･フォーラム岡山

実行委員会案内パンフレット

4.2001年度の作品展

2001年度に行ったワークショップの作品と岡山県

下の障害者施設,作業所, した作

晶の展覧会を12月に ｢エイブルアート･フォーラム

岡山2001｣展として開催した｡会期中会場を訪れた人

たちが参加して完成していく作品,また手で触って鑑

賞する彫刻作品のコーナー,会期中の会場ワークショ

ップ,ギャラリー トークなど行った｡

会期中の鑑賞者は障害者の作品のエネルギーを肌で

感じ,技術を越えた世界を伝えることができた｡同時

期に開催されていた油絵展,書道展の作家たちからも

高い評価を得た｡また新聞の紹介記事も障害者にとっ

て大いに自信を与えた｡

Ⅱ.2002年度の活動 (2002年10月現在)

2001年度に行った3回のワークショ.iプや展覧会な

どの活動を反省し,2002年度は一歩発展した活動を計

画した｡また NPO法人化を目指した活動を展開しつ

つ,エイブルアート フォーラム岡山から名称変更し,

ハー ト･アート｡岡山を発足した｡

障害のある人もない人も造形活動に参加し,楽しみ

ながら作品を制作する｡それらの活動を支えるボラン

ティアも楽しみながら参加することが大切で,互いの

考え,想いなどを理解し,質の高い創作活動となるよ

う計画する｡

良い材料をできる限り多く提供し,一人一人にボラ

ンティアが付いたワークショップを提供していく｡こ

のようなコンセプトのもと,2002年度は ｢書｣ ｢染色｣

｢粘土｣ ｢現代アート｣のワークショップを行い,ワ-

1.ワークショップI ｢染色｣

2002年7月30.31日の2日,本格的染色を障害者

が楽しむことを目指し 岡山工業高校デザイン科の協

力のもと,デザイン室を借り,大作に挑んだ｡
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経験を積み重ねる事が大事であるQ

昨年は筆者がワークショップを行い,続いて学生た

ちが継承していくことを願っていた｡障害者の造形活

図6 ｢粘土｣のワークショップでの作品
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図7 ｢カラフルみのむし｣

3.ワークショップⅢ｢書｣

2001年度の内容を発展させ9,10月と山本氏により

ワークショップが展開された｡ ｢いっでもどこでも｣

をモットーとして実践し,成果をあげた｡テーマは昨

年より引き続き ｢風のように｣として,精力的に3回

開催された｡

4.ワークショップⅣ ｢カラフルみのむし｣

昨年に引き続き谷本雄太氏にワークショップをお願

した｡養護学校のプレイル

美術教室で ｢カラフル蓑虫｣とタイ トルをつけ,

し,色祇作りを楽

しみ,参加者が蓑虫となり,色紙で服作りを行った｡

思い思いの】色とりどりの紙をちぎり,貼り付け,服

が出来上がった｡それぞれの個性

最後に音楽にあわせフアツシ

音楽にあわせ軽快に踊

紙を貼って作った服

5.作品展

れた服となった｡

ヨーを行った｡自

しくそれぞれが自分が色

とができた｡(図7)

8)

甘.ワークショップの鎗括
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ティアをする学生たちは,社会経験が少なくなってお

り,障害者と制作を通し関わることでコミュニケーシ

ョン能力だけでなく,様々な教育の場を知ることにつ

ながる｡

今まで行ってきたどのワークショップにおいても,

障害のあるなしに関わらず,楽しむ事ができた｡美軽し

く思える題材も,楽しく,簡単に製作できるワークシ

ョップを心がけた｡制作を通し,参加者の表情がだん

だん明るくなり,付き添った父兄や,施設の職員も笑

顔になる｡笑顔は心を解放する｡笑顔は人と人を繋ぐ

架け橋となる｡障害者たちの個性が輝き始めるとき,

関わる一人一人も豊かな時間を共有する｡このような

体験を共有できる実践研究の深化を図りたい｡

今年のワークショップでは,障害があっても指導者

として立つこと,また,ボランティアに参加した人た

ちの中から指導者になっていくことが少しずつ実現し

ている｡造形活動支援を通し,色々な陣容の垣根を越

えるバリアフリー社会の到来が近づいていることを実

感した｡

Ⅵ.これからの課題

障害者の支援活動,特にワークショップを行うには

場所,人材,経済がバランスよく揃わなければならな

い｡造形活動を行う事のできる空間,心が開放され癒

される制作の場,交通の便が良いところが必要である｡

また,′障害者に寄り添い,障害を受容できる人材の育

成が待たれる｡また,豊かな材料を提供するために経

済の確保,また障害者が使いやすい画材などを研究し

ていくことも必要である｡

また障害があることを知られたくない多くの人々が

いる現状がある｡障害のある人たちの繊細な心を理解

をしながら,豊かな成熟した社会の到来を求めたい｡

Ⅶ.終わりに

障害者の造形活動支援を始めたばかりでスタート地

点に立った状況である.多くの先輩たちが築いたこと

の上にささやかな実践活動が加わり,障害のある人た

ちが制作した作品が, ｢障害者のアート,作品｣と付

け加えられずに受け入れられる時を待望している｡来

年度には,人材養成の講座の開講など検討し,更なる

充実を図りたい｡

障害ある人も,ない人も芸術を楽しみ,呼吸をする

ように制作に親しみ,創造活動を通して生きる喜びを

味わい,そして生き生きと活動し,人としての尊厳が

守られ,芸術文化活動を共に享受できる社会が来ては

しいものである｡

この活動は,多くのボランティア,ワークショップ

リーダーを務めてくださったかたがた,日常の仕事を

終え,遅くまでワークショップや展覧会の準備をして

くださったハート･アート･岡山の会員諸氏▲特に事

務局田野智子氏,会計渋谷奈津子氏の大きな支えによ

るところが大きく,敬意を表する｡
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注

(1)ノーマライゼーションはデンマークのハンク･

ミケルセン氏より提唱され,ノーマルと,アブノ
ーマルという差別をなくすこと,知的障害者-の
支援から出発した運動である｡
(2)2001年 12月15日,山陽新聞1面｢滴1滴｣にて
障害者の造形美術が評価された｡
(a)2002年度より｢ハート･アート･岡山｣と名称を
変更し,障害者の造形美術活動支援活動を行って
いる｡障害者の,社会的評価,認知を高め,自己
表現の機会を設け,芸術の可能性を再発見する｡
約60名のボランティア組織である｡ハート･アー
ト･岡山の名称は本行杢晴氏の命名による｡
(4)2000年12月2･3日｢障害ある人たちのアート･
サポーター入門講座｣を内山下小学校,岡山県立
博物館で開催した.藤野忠利氏,はたよしこ氏を
講師に,ワークショップを体験した｡
(5)高機能自閉症のM君は高校進学を目指したが,
高校より,養護学校を勧められ,養護学校からは
普通科高校を勧められている｡国語の能力など高
く,短歌をよくする｡彼の作品集ができないもの
か検討している｡
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Title:Plasticartactivitysupportwhichaimedatindependenceofdisabledperson

HisatoshiUETA (FacultyofEducation,0knyamaUniversity)

Abstract:As forthisresearch,thedisabledpersonhadde丘niteaiminlifethrough adisabledperson.s

plasticartactivitysupport,anditalmsatthatitcanbecomeindependent･As themeanP,inorderto

holdvariousworkshops,thetalentedpeopleofvariousfields,suchaspictures,sculpt,ure,and

calligraphy,areconcentrated,plentyofmaterialisoffered,andaworkshopisheld.Deploymentofthe

newdisabledpersonartwhichisnotconcernednothingbutcanparticipatewithobstaclesisaimedat.

Inordertopromoteadisabledperson'splastiCartactivity,avolunteerorgani2:ationisestablished,and

norma止zationispromotedthroughplasticartactivity.

Keyword:A workshop,Volunteer,Activity ofplasticart,Independ8nCeOfdisabledperson,

Normalization,
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